　　　　　RiOのもりこどもえん　園評価　　　２０２５年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A達成できている　Bほぼ達成できている　C改善が必要
	　　　　　　評価内容
	　　　　　　　　　　園評価
	

	保育理念【共に育ち合う】
のびのび〔健康〕
　安心してのびのびと過ごす
いきいき〔表現〕
　自分の思いをいきいきと表現できる
ありがとう〔感謝〕
　ありがとうと言われる経験をする
	・今年度は「全職員で全園児を育てる」に力を入れ、
　話し合いを重ねながら　保育を行った。
・全職員が全園児一人ひとりについて把握し、寄り添えることが
　できるよう、保育士配置を工夫した。
　園児一人ひとりと保育士の関わりがさらに深まったことで、
　どの保育士にも甘える姿が増え、情緒の安定に繋がった。
・一人ひとりの成長を促すための援助方法についても、
　保育士同士が丁寧に話し合いながら　進めてきた。
・子どもたちが、保育士からの愛情を実感しながら
　安心して過ごすことで、園児の表現（言語・発声・身体）が
　広がっていく。
・自分の思いをいきいきと表現しながら、のびのび過ごすことが
　できる環境を今年度も大切にしていきたい。

	





A

	子どもの発達、保育、教育の内容について

	・2歳児クラスを中心に、身体を使って遊ぶことを好む子が
　多かったため、園外保育の時間を増やすとともに、遊びに行く公園等の見直しを行った。また、保育室内での活動においても、運動あそびを多く取り入れる工夫をした。
　保育室をできるだけ　安全でオープンな環境に整え、
　子どもたちの興味を生かした　運動あそびを行った。
・一日に一度は、園児も保育士も、思い切り笑い合いながら
　のびのびと遊ぶ時間を大切にしたい。
・十分に体を動かして遊ぶ時間があることで、他の活動に　　　　おいて集中できていると　実感している。
　年齢に応じた、メリハリのある活動を　工夫していきたい。

・当法人はリハビリに力を入れている医療法人である。
　今年度は、新たな取り組みとして、理学療法士　お2人を
　講師にお迎えし、子どもたちを捉える視点として、身体面の
　成長について　学ばせていただいた。
・例えば、立位や座位の姿勢を保つのが苦手な子に対して、
　「じっとしているのが苦手」と情緒面だけでなく、姿勢を保つのに必要な筋力や、体のバランスなどの観点からも考えるようになった。
・遊びながら、子どもたちの苦手な部分を改善する為の具体的
　な活動を指導いただいた。
・普段楽しんでいた　アスレチック遊びや運動あそびにも、
　体幹を鍛える効果があることを学び、保育士の意識の変化
につながったと感じる。
・来年度も、さらに充実した研修の機会となるよう、計画して　　いきたい。



	










A


	養護に関する内容について


	・前項目で記した通り、職員が全園児をしっかりと把握
　し、適切に援助することで、子どもたちの心の安定を実感した。
・自我の芽生えや、イヤイヤ期、行動による強い表現
　など、情緒の乱れが見られることもあったが、
どのような時でも保育士が自分の思いを受け止めて
くれるという実感から、気持ちを上手に切り替える　ことができていた。
・今後も、すべての保育士が子ども一人ひとりを理解し、寄り添ってくれていると感じられる保育を
行っていきたい。
・トイレトレーニングや着替え、食事など、生活面の
　成長については、保護者が一緒に考え取り組んで
　いただいたことで、多くの成長が見られた。
・今後も、保護者が悩みを話しやすい関係を大切に
　し、保育園と家庭が連携しながら、子どもたち
　の成長を見守っていきたい。


	






B

	職員の連携　資質向上

	・保育士一人ひとりが自分の得意分野を発揮しながら、新しいアイデアを出し合い、保育を盛り上げてきた。日頃から、アイデアを見つける為にリサーチを　重ねる努力を重ねている成果である。
　新しい遊びも数多く登場し、保育士同士の学びも
　広がっている。
・年度後半には、お2人の新しい職員が入職された。
　お二人の丁寧な子どもたちとの関わり方などが、
　自分たちの保育を見直すきっかけとなり、とても良い
　刺激となった。
　
	






A





	来年度へ向けて








	・来年度はどのような保育を行うか、来年度の子ども
　たちの様子・興味などをしっかりと見ながら考えて
　いきたい。
・保育士の思いに子どもたちを近づけるのではなく、
　子どもたちの成長に合った活動、環境設定により
　一人ひとりの良いところを伸ばせる
一年にしていきたい。
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